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　いなべ市は、平成15年12月に旧北勢町、旧員弁町、旧大安町、旧藤原町が

合併して誕生した若いまちです。本地域は、古くから地形的にも文化的にも密

接に交流し、純農村地帯として栄えてきました。また、昭和50年代以降、中

部圏域の一画として企業の進出が進み、豊かな緑に包まれた住みよく活力のあ

る都市として発展を続けています。 

三重県

いなべ市

いなべ市のシンボルマーク 

■いなべ市の概要 

■面積 
　219.58平方キロメートル  

■人口・世帯（平成21年3月31日現在） 
　45,369人（男22,656人・女22,713人） 
　15,133世帯 
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社団法人  いなべ市シルバー人材センター 



■いなべ市の概要マップ 



■いなべ市のみどころ 

勝泉寺のしだれ桜 （いなべ市北勢町） 聖宝寺のもみじ （いなべ市藤原町） 

いなべ公園の雪景色 （いなべ市員弁町） 
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● ご挨拶…………………………………………………………………………… 

　社団法人いなべ市シルバー人材センターが設立され、ここに設立5周年を迎えることができ

ました。これもひとえに温かく支えて下さった地域社会の皆様、いなべ市はじめ関係の方々の

ひとかたならぬご支援ご協力とご指導の賜と深く感謝申し上げます。 

　顧みますと、当センターは「平成の市町村合併」により、旧4町シルバー人材センターが合

併し、県下13番目として平成15年12月１日に三重県知事より、社団法人いなべ市シルバー

人材センターとして認可頂いたもので、その歴史は浅く、設立当初の受託契約金額130百万円、

会員数4１5名で健康で働くことに生きがいを求めて、センターが結集され設立されました。

その後、会員数、事業実績ともに順調に発展してまいりました。現在では、会員数727名、

事業実績364百万円（受託契約金額）、契約件数5048件余に及び県下シルバー人材センター

の中位までに発展し成長することができました。会員皆様によるシルバー人材センターの「自

主・自立・共働・共助」の基本理念を良く理解され、生きがいや健康を求め、組織基盤が構築

されてまいりました事が実を結んできたものと考えています。 

　しかし団塊世代の方々が向こう2年間で670万人が60代を迎えられ、社会の支えとして国

の再チヤレンジ支援総合プランが打ち出され、全国シルバー会員100万人運動が展開されて

いる中、平成20年度後半より世界的大不況に陥り、補助金の大幅な見直しや、受注先減少が

予測され、会員の就業ニーズも多様化となり、さらに平成2１年度より三重県シルバー人材セ

ンター連合会による労働者派遣事業が創設されました。このような現況で、今後シルバー事業

の取り組みの環境は、一段と厳しいものが出てまいりました。 

　この5周年を一つの契機として、会員皆様がこれまで培ってこられた多様な知識と経験を、

自主運営と会員全員の参画を生かし、「基本理念」を再確認し社会貢献、働く生きがい、健康

を見出し、市民の皆さんに信頼されるように努力し、魅力あるセンター作りに努めてまいる所

存でございます。関係各位のご指導ご協力をお願いし、各位のますますのご発展と、ご多幸を

祈念いたしまして、ごあいさつとさせていただきます。 

 

設立5周年を迎えて 

社団法人　いなべ市シルバー人材センター 

　　　　　　理事長　森 田 勝 利  
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● ご祝辞…………………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

　　　　いなべ市市長　日 沖 　 靖  

　いなべ市シルバー人材センターが設立5周年を迎えられましたことを、心からお喜び申し上げ

ます。 

　会員の皆様には、「自主・自立・共働・共助」の理念に基づき、「親切・丁寧・誠実」をモッ

トーに、日々、地域環境の保全、福祉、介護など市民生活に密着した幅広い分野で活躍され、地

域社会にとってかけがえのない存在となっていることに対し、心から敬意を表します。 

　わが国は今後、いわゆる｢団塊の世代｣が65歳に到達し、2013年には4人に１人が高齢者と

なると推計されています。いなべ市でも高齢化率が21.8％に達しており、5人に１人以上が高

齢者となっています。 

　また、世界は今、かつてない経済危機に見舞われています。いなべ市も例外ではなく、景気の

後退は、税収の急激な落ち込みを招き、市の財政を圧迫しています。 

　こうした状況のなか、福祉の受け手ではなく社会の担い手として、永年培った知識、技能、経

験を活かし「生涯現役」を実践する貴センター会員の皆様の活動は大変心強く、心から感謝を申

し上げます。 

　最後になりましたが、いなべ市シルバー人材センターのますますのご発展と、会員の皆様のご

健勝とご活躍を祈念いたしましてお祝いの言葉といたします。 
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● ご祝辞…………………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

社団法人　三重県シルバ人材センター連合会 

　　　　　　　　会長　小 畑 廣 次  

　平成15年12月に4町（北勢町、員弁町、大安町、藤原町）が合併して「いなべ市」が発足

し、同時に新しく「社団法人：いなべ市シルバー人材センター」が誕生し、ここに設立5周年

を迎えられたことを心からお祝い申し上げます。 

　この5年間は、各地区の状況が異なる中で「新生シルバーの運営」になみなみならぬ努力を

され、今日の「いなべ市シルバー人材センター」に育てられた森田勝利理事長をはじめ役員、

会員、事務局職員の方々、さらには、地域の個人家庭、企業、行政の協力の賜物と深く敬意を

表します。 

　高齢者が長年培ってきた経験、知識を地域社会のために役立たせることと同時に自らの生き

がいと健康を保つためにシルバー人材センターに結集し、シルバーの理念「自主・自立・共働・

共助」を就業の場と地域の社会奉仕活動で実践していただいているシルバー会員の姿に寄せら

れる期待は大きいものがあります。 

　しかし、近年の社会経済情勢は世界的規模で厳しい環境におかれております。なかでも高齢

者は、物価高に加え医療費の支出増、年金の目減りなど高齢者の負担は計り知れないものがあ

ります。 

　幸いにして、シルバー人材センターに結集している会員は就業を通して「生きがいと健康」

を求めることにより将来に明るさが開けるものと確信しております。 

　貴センターは727人の会員を擁し、年間事業費も3億6，400万円と着実に実績を伸ばされ、

いなべ市地域に多大の貢献をされてきました。この実績をさらに伸ばすよう会員の一層の努力

をお願いするところです。 

　高齢者のライフスタイルも多様化してまいりますから、社会情勢を的確に把握し地域社会の

ニーズに応えるためにシルバー事業を強力に展開しなければなりません。 

　設立5周年の節目の年です。貴センターが会員の信頼のもとに、住民の要望に応えるべき、

いなべ市の高齢者の中心的組織として活躍されることを期待しましてお祝いの言葉といたしま

す。 
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● ご祝辞…………………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

いなべ総合病院　院長　水 野 　 章  

　この度、いなべ市シルバー人材センター設立5周年を迎えられまして誠におめでとうございま

す。心よりお祝い申し上げます。 

　いなべ総合病院におきましても毎年、シルバーの皆様に敷地内の草取り、芝刈り、庭木の手入

れなど丁寧にやって頂き、いつもきれいな手の行届いた病院として評価され、大変、感謝してお

ります。今後共、宜しくお願い申し上げます。 

　一般的には会社にお勤めの方は60～65歳で定年を迎えられ、その後、平均余命から逆算する

と20年から25年は生きていく余裕があります。今まで農業をしてこられ、60～70歳になって

第一線から離れた方々も、同じように可処分所得と可処分時間が最も多い時期を迎えます。すな

わち金も時間も豊富に使える時期を迎えることになります。 

　この時こそ今まで培ってきた皆さんの知的能力・技術や体力を社会に還元できるチャンスがあ

り、その機会を与えてくれるのにシルバーワーキングがあります。特に身体を動かし、楽しみな

がらできる仕事があれば、そんな素晴らしいことはありません。そういった活動が同じ仕事をす

る仲間を増やし、人に心の温かみを伝え、人に感謝され、ご自身の長生きに繋がります。 

　平成20年の日本の平均寿命は男性が79歳、女性は85歳であります。世界で最も長生きでき

る国の一つになっていますが、その秘訣を私は一に運動、二に食事、三に心（気持ち）と考えて

います。年をとってからは人に縛られず、自分のペースで、楽しみながら活動して戴ければ、元

気に長生きできること間違いなしであります。 

　これからも宜しくお願い申し上げます。 
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…………………………………………………………………………………………………………… 

● 発注者のことば………………………………………………………………… 

シルバー人材センター設立5周年によせて 

設立5周年を祝して 

あづま食品（株）三重工場 

　　 鈴 木 靖 久  

神鋼大安総合サービス（株）

　総務グループ長　上 田 敏 雄  

　シルバー人材センター“設立5周年”おめでとうございます。 
　これもひとえに職員の皆様方全員の一致団結したご苦労が実ったものと存じます。また、セン
ターに登録されておられます優秀なシルバー会員の皆様方、地元関係者各位など、様々な方々の
ご協力もあって今日の隆盛を迎えられていることと存じます。 
　今やシルバー人材センターは、地元企業にとっては、なくてはならない存在であると確信いた
しております。 
　あづま食品株式会社　三重工場は、平成5年5月に舞谷工業団地に建設・操業開始を行い、爾
来16年を経過し現在に至っております。幸いにも、地元の多くの皆様方のご協力、並びに優秀
な地元従業員に恵まれ、発足以来順調な発展を遂げております。 
　シルバー会員の皆様方には、平成11年11月度よりお世話になっておりますが、当初の2名の
人数から、現在では約7名に達しております。また、弊社で働いておられますシルバー会員の皆
様方は、実に多様な人生経験、職業経験をお持ちの方々で、息子・娘のような若い弊社社員にと
っては、「企業人」としての模範ともなって頂いております。 
　弊社は、これからもシルバー会員の皆様方共々更なる発展を目指す所存でございますので、今
後ともよろしくご協力をお願い申し上げます。 
　最後に、貴センターの今後益々のご発展を祈念申し上げ、センター設立5周年のお祝いの言葉
とさせて頂きます。 

　社団法人　いなべ市シルバー人材センターが設立5周年を迎えられましたこと、誠におめで
たく、心からお祝い申し上げます。 
　これもひとえに理事長様はじめ、職員、会員の皆様方のご苦労、ご努力の賜と心から敬意を
表します。 
　弊社神鋼大安総合サービス(株)は、(株)神戸製鋼所が大安の地に移転を開始しました1993
年3月に設立された神戸製鋼所のグループ会社であります。事業内容は非鉄金属製品の製造・
製缶・看板製作・福利厚生サービス等を行っております。 
　この中で、緑化・清掃作業については、設立当初よりシルバー人材センター様のお力をお借
りして運営致しております。会社設立後15年が経過し、構内の樹木も大きく育ち、又四季折々
に花の彩りが従業員の心を温めております。これも会員の皆様の技能・知識やご努力の結晶と
感謝致しております。 
　今後とも宜しくご指導、ご協力をお願い申し上げます。 
　最後に、貴センターの益々のご発展と関係各位の皆様方のご健勝とご多幸を祈念し、お祝い
の言葉とさせていただきます。 
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…………………………………………………………………………………………………………… 

● 発注者のことば………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

設立5周年を祝して 

扶桑工機株式会社  

株式会社　義 津 屋  

　社団法人いなべ市シルバー人材センターが設立5周年を迎えられましたことを、心からお祝
い申し上げます。 
　さて、現在わが国は高齢化がますます進む中、永く勤め上げられ、その後の第二の人生を有
意義にそして健康に過ごし、知識、経験、能力を生かし就業したいと希望される方のために、
シルバー人材センターが果たす役割は大変大きいものと思われます。 
　私ども扶桑工機(株)北勢工場におきまして、モノづくりの現場や環境整備等の職場に、貴セ
ンター会員の方々にご活躍を戴き、その経験豊富な仕事振りや就業作業姿勢は、我が社従業員
のお手本として、見習うべきところも多々あり深く感謝しております。　 
　昨今、未曽有の厳しい雇用情勢の中、弊社におき
ましても出来る限り、高齢者の皆様方の生甲斐づく
りに資する職場の提供に努めたく考えております。 
　今後、貴センターの果たされる役割は、更に重要
になっていくと拝察いたします。　 
　結びに、貴センターのますますのご発展と会員皆
様方のご健勝とご多幸を祈念し、お祝いの言葉とさ
せていただきます。 
 
 

 
　社団法人いなべ市シルバー人材センターが設立5周年を迎え
られましたことを心からお祝い申し上げます。 
　貴センターは高齢者の方々が自己の経験や能力を十分に生
かした仕事につき、生きがいを持ち、健康で充実した生活を
おくることを目的として設立されました。以来、豊かな知識
と経験を生かした会員の皆様のたゆまぬ努力により着実に会
員数や事業実績を伸ばしてこられました。 

　当社はいつも変わるライフスタイルに対応すべく、「いいものをお値打ちに」・「すべての行
動はお客様のために」をモットーに地域貢献に努めて参ります。また、商品を販売するだけでな
く、地域のお客様のお困りごとを解決し、同じ夢を共有したい。「どうせ買うならヨシヅヤで」
と選んで頂けるよう努力し続けます。よりよい品を少しでも安くご提供することを何よりも大切
にいたしております。その中で、シルバーの皆様の着実に仕事をやりこなす姿や仕事に対する責
任感の強さに頭が下がる思いでいっぱいです。また、同じ職場にいる若い世代にとっては、人生
の大先輩である方々からの様々なアドバイスや働く姿などから学ぶべき点も多く、職場の中でも
良い刺激あるいは潤滑油になっていただいております。今後はシルバーの皆様のノウハウを生か
しながら、地域への社会参加による充実感を得ていただくとともに自ら仕事を作る技術集団のよ
うな存在を目指していただきたいと思っております。 
　最後に貴センターの益々のご発展と会員の皆様方のご活躍とご健康を祈念し、設立5周年の言
葉とさせていただきます。 
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● 発注者のことば………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

員弁町笠田新田　渡 部 達 男 氏  

…………………………………………………………………………………………………………… 

設立5周年を祝して 

北勢町別名　井 後 敏 道 氏  

　いなべ市シルバー人材センター発足5周年おめでとうございます。　 

　一利用者として一言書かせていただきます。　 

　私の家にも庭が少しありますので、シルバー人材センターさんに剪定をお願いしています。　

まだ2年ですが、初めてお願いした時、たまたま近所の知り合いの方たちでした。荒れ気味の庭

をさっぱりしていただき助かりました。専門的な知識も豊富で私の稚拙な質問にも気軽に答えて

いただきました。庭の相談にも快く乗ってもらい、そんなことでとてもお願いしやすかったです。 

　シルバー人材センターにはその他にも、襖の張替えなど、色々な技術を持った方たちが見える

と聞きました。 

　これからは色々、利用させていただきたいと思ってい

ます。費用の面でもとてもお値打ちだと思います。　 

　みなさん、これからもお元気で頑張って下さい。 

 

　私は、平成15年に目の障害者となりました。その後最愛の妻と長女を亡くしました。息

子は仕事の都合上名古屋で暮らしています。 

　私は、現在一人で暮らしています。食事、健康管理は、社会福祉協議会の皆様にお願いし

ています。 

　今シルバー人材センターを利用して、家の中の掃

除や買い物等多種多様な仕事をやってもらい助かっ

ていますので、心の余裕も出てきました。 

　「なる様にしか　ならない」という思いの中です

が、あせらず、くじけず、あきらめず前向きに生き

ていきたいと思います。 
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・平成7年4月　大安町シルバー人材センター
　が社協内に設置  
・平成10年2月　北勢町シルバー人材センター
　が社協内に設置（社協職員2名が兼務）  
・平成14年4月　大安町シルバー人材センター
　が法人化（町から事務所、作業所を無料借用、
　嘱託常勤職員3名）  
・平成14年4月　員弁町シルバー人材センター
　が発足（町負担で事務所を民間から借用、職
　員2名のうち1名は理事が常勤でスタート）  
・平成14年4月　藤原町シルバー人材センター
　が社協内に設置（専任職員1名と補助員2名） 

※合併までの歩み  

・平成15年1月27日　実務者会議（設立準備
　会議）  
・平成15年3月20日　新市合併協議会に現状
　を報告  
・平成15年6月2日　事務局長会（統合協議会
　を立上げ）  
・平成15年6月16日　統合協議会（組織・運
　営方針について）  
・平成15年6月27日　実務者会議（就業規則
　他について）  
・平成15年7月1日　社団法人　大安町シルバ
　ー人材センター総会開催（議案、登記他） 
・平成15年7月14日　統合協議会（協定項目
　調整方針他について） 
・平成15年11月15日　社団法人　大安町シ
　ルバー人材センター臨時　総会開催（議案、
　定款変更） 

（
社
）い
な
べ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

出来事 
（講習会 
関係は 
省く） 

役　員 

職　員 

互助会 
役　員 

会　費 
 

補助金 
  
 
会員数 

・三重県「シルバーの日」を初めて実施 

　（毎年10月の第3土曜日と決定） 

・全シ協設立20周年記念大会  
・20周年記念誌発行  
・会員数：1,114団体 

・小柴昌俊氏ノーベル物理学賞受賞  
・田中耕一氏ノーベル化学賞受賞  
・日韓Ｗ杯開幕  
・小泉首相初訪朝  
・拉致の5人帰国 

・「市町村合併に伴うシルバー人材センター統合対策 

　委員会」設置、「統合方針」を作成 

・｢安全就業のために」配布  
・新普及啓発ビデオとして林家木久蔵、山田隆夫出　
　演による「あなたのまちのシルバー人材センター」
　を作成、頒布 

・イラク復興支援特別措置法成立  
・岩手・宮城県で震度6弱または震度6強の地震  
・十勝沖地震　　･国体夏・秋を一本化  
・「千と千尋の神隠し」アカデミー賞受賞  
・地上デジタル放送始まる　・日本産トキ絶滅 

㈳三重県シルバー 
人材センター 
連合会 

㈳全国シルバー 
人材センター 
事業協会 

社会の出来事 

年　度 区　分 平成14年度以前 平成15年度 

年表で見る5年

各町シルバー人材センターの  
会費・補助金・会員数  

 

94名　　 70名　　128名　　120名 

なし　　1200円　1000円　 　なし 

　　　　　人件費　　運営費　 　なし 
　　　 300万円　850万円 

北勢 員弁 大安 藤原 

なし 
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・「会員の就業実態・意識調査」報告  
・三重県委託事業「就業開拓推進事業」を受託  
・補助団体14 
・会員数　計10,629名 

・新潟中越地震復興義捐金  
・三宅村シルバー人材センター復興義捐金  
・会員数　1,154団体 

・国内で鳥インフルエンザ確認　　　・陸上自衛隊イラクのサマワ入り　　　・裁判員制度法の成立  
・九州新幹線開業　　　　　　　　　・パリーグに新球団「楽天」誕生　　　・スマトラ沖地震  
・新潟中越地震発生　　　　　　　　・アテネ五輪開催　　　　　　　　　　・流行語「自己責任、サプライズ」  
・「紀伊山地」世界遺産に登録 

（退会） 

（退職） （退職） 

（故人） 

平成16年度 

・4月1日、社団法人いなべ市シルバー人材センター国庫補助団体に認可 
・9月、新中期事業計画（5ヵ年）策定、以下の5つの基本目標を設定  
　　①会員の増強860人　②就業率82％　③受託契約の拡大3億7000万円確保  
　　④安全就業　⑤適正な財務運営  
・10月、シルバーの日に北勢、員弁、大安、藤原の4支部に分かれて実施  
・1月、機関誌「輝くシルバーいなべ」創刊号発行 
・2月26日　27日　「北野天満宮と湯の花温泉」日帰り親睦旅行実施、220人、会員の46％参加  
・3月26日　第2回通常総会開催(北勢福祉センター）  
 

理事長 
森田勝利 

理事 
出口信明 

事務局長 
川瀬典男 

庶務会計 
藤川裕子 

北勢支部 
林　克己 

員弁支部 
安藤早智子 

員弁支部 
梅山真由美 

大安支部 
村上みゆき 

藤原支部 
西脇正矩 

藤原支部 
宮木八重子 

理事 
片岡一起 

理事 
水谷保生 

理事 
近藤正光 

理事 
岡本澄男 

監事 
東松幸弘 

監事 
安藤清正 

副理事長 
林　迪男 

理事 
井後一夫 

理事 
飯田日出男 

理事 
瀬古則男 

理事 
二井徳生 

理事 
故 日紫喜 正 

年表で見る5年
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（退会） 

（退会） 

（退職） （退職） （退職） 

（
社
）い
な
べ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

㈳三重県シルバー 
人材センター 
連合会 

㈳全国シルバー 
人材センター 
事業協会 

出来事 
（講習会 
関係は 
省く） 

役　員 

職　員 

互助会 
役　員 

社会の出来事 

年　度 区　分 平成17年度 

・4月1日　会員互助会設立  
・5月21日　平成17年度第1回通常総会開催（員弁コミュニティプラザ）  
・5月21日　会員互助会設立総会開催、互助会活動開始  
・7月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第2号発行  
・7月10日　いなべ総合病院での草取りボランティア開始  
・10月15日　シルバーの日の奉仕作業を15地域班で実施、230名参加  
・11月1日、2日　互助会主催日帰り親睦旅行 「浜名湖遊覧と舘山寺温泉」実施、224名参加  
・1月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第3号発行  
・3月18日　互助会「ユニカール同好会」第1回大会実施、18名参加  
・3月29日　互助会「パークゴルフ同好会」第1回大会実施、33名参加  
・3月27日　第2回通常総会実施(北勢福祉センター）  
・あげき温泉開業に伴い、シルバー会員の派遣はじまる 
・役職員県外研修　福井県三国町SC（安全就業について） 

・三重県委託事業「就業開拓推進事業」を受託  
・安全･適正就業パトロール指導を県下9シルバーで実施  
・補助団体14  
・会員数　計10,720名  
 
・会員加入促進兼発注者用リーフレット作成配布  
・全シ協ホームページ内容充実  
・会員数　1,119団体 

・中部国際空港「セントレア」開港　　・ＪＲ西日本福知山線尼崎事故（107人死亡）  
・「愛・地球博」開催　　　　　　　　・ＣＯ2削減の京都議定書発効　  
・各道路公団が民営化　　　　　　　　・北海道知床が世界自然遺産に登録  
・パキスタン大地震　　　　　　　　　・流行語「小泉劇場、想定内、クールビズ」 

理事 
出口信明 

理事 
片岡一起 

理事 
渡部　正 

北勢支部 
葛山輝昌 

会長 
水谷保生 

副会長 
井後一夫 

会計 
出口信明 

北勢幹事 
古川重生 

員弁幹事 
伊藤俊夫 

大安幹事 
岡本実郎 

藤原幹事 
藤本市雄 

監事 
渡部　正 

監事 
近藤正光 

北勢支部 
定岡義明 

員弁支部 
牧　和子 

員弁支部 
安藤哲夫 

員弁支部 
梅山真由美 

大安支部 
村上みゆき 

大安支部 
門脇東男 

藤原支部 
西脇正矩 

藤原支部 
宮木八重子 

理事 
水谷保生 

理事 
近藤正光 

理事 
岡本澄男 

監事 
東松幸弘 

監事 
安藤清正 

理事長 
森田勝利 

副理事長 
林　迪男 

理事 
井後一夫 

理事 
飯田日出男 

理事 
瀬古則男 

理事 
二井徳生 

年表で見る5年

（事務局長：川瀬典男、庶務会計：藤川裕子） 
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（退職） （退職） 

（故人） 

（退会） 

会長 
水谷保生 

副会長 
井後一夫 

会計 
出口信明 

北勢幹事 
古川重生 

員弁幹事 
伊藤俊夫 

大安幹事 
岡本実郎 

藤原幹事 
藤本市雄 

監事 
渡部　正 

監事 
藤井幸夫 

平成18年度 

理事長 
森田勝利 

理事 
渡部　正 

理事 
出口信明 

事務局長 
川瀬典男 

庶務会計 
藤川裕子 

北勢支部 
葛山輝昌 

員弁支部 
安藤哲夫 

北勢支部 
川瀬かおり 

員弁支部 
梅山真由美 

大安支部 
村上みゆき 

大安支部 
門脇東男 

藤原支部 
寺村昌幸 

温泉担当 
今井和明 

藤原支部 
岡本なおみ 

理事 
水谷保生 

理事 
市川明夫 

理事 
児玉誓吾 

理事 
遠藤貞幸 

 

理事 
梅山親夫 

監事 
東松幸弘 

監事 
安藤清正 

副理事長 
林　迪男 

理事 
井後一夫 

理事 
飯田日出男 

理事 
瀬古則男 

・いなべ総合病院草取りボランティア4月～11月の間、毎月1日と15日（8月15日を除く）に実施  
・5月19日　第1回通常総会（員弁コミュニティプラザ）実施、出席者169名、委任状337名  
・18年度より9つの職群班（剪定班、草刈・草取り班、施設管理班、給食班、襖・障子班、農業公園班、  
　阿下喜温泉班、総合病院班、特定公益増進寄附班）を設置し活動開始  
・7月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第4号発行  
・10月21日　シルバーの日の奉仕作業を15地域班で実施、320名参加  
・11月1日、2日　互助会主催日帰り親睦旅行「那谷寺と山代温泉」実施、281名参加  
・1月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第5号発行  
・3月28日　第2回通常総会（北勢福祉センター）実施、出席者190名、委任状330名 
・役職員県外研修　静岡県伊東市SC（職群班の活性化）  
 

・「ヒヤリ･ハット事例集および事故事例集」発行  
・福祉・家事援助サービス事業推進委員会を設置  
・市町村合併によるシルバー人材センターの統合が完了、連合会加入25センターに再編  
・補助団体15　　・会員数　計11,081名 

・シルバー人材センター事業普及促進月間ポスター販売  
・会員数　1,085団体 

・冥王星、惑星から降格　　　　　・神戸空港開港、北九州空港開港  
・トリノ冬季五輪で荒川静香、金メダル獲得　・トリノパラリンピックで日本は金2、銀5、銅のメダル獲得  
・第1回ＷＢＣで日本優勝  
・流行語「イナバウアー、格差社会、エロカッコイイ」 

年表で見る5年
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出来事 
（講習会 
関係は 
省く） 

役　員 

職　員 

互助会 
役　員 

社会の出来事 

年　度 区　分 平成19年度 

・5月18日　第1回通常総会（員弁コミュニティプラザ）実施  
・5月18日　互助会総会において、長寿祝い制度の創設が承認された  
・同総会で初めて常務理事が置かれることとなり、事務局長の川瀬典男氏が選任された  
・7月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第6号発行  
・10月20日　シルバーの日の奉仕作業を15地域班で実施、230名参加  
・11月1日、2日、4日　互助会主催日帰り親睦旅行「一畑山薬師寺と三谷温泉」、287名参加  
・1月　機関誌「輝くシルバーいなべ」第7号発行  
・3月27日　第2回通常総会（北勢市民会館　さくらホール）  
・交通安全週間に合わせて通学児童交通安全指導ボランティア活動開始 
・役職員県外研修　兵庫県洲本市SC（広域から単独シルバーへの移行） 

理事 
出口信明 

理事 
渡部　正 

理事 
水谷保生 

理事 
市川明夫 

北勢支部 
葛山輝昌 

会長 
水谷保生 

副会長 
井後一夫 

会計 
出口信明 

北勢幹事 
江上　士 

員弁幹事 
伊藤俊夫 

大安幹事 
岡本実郎 

藤原幹事 
藤本市雄 

監事 
渡部　正 

監事 
藤井幸夫 

員弁支部 
安藤哲夫 

員弁支部 
梅山真由美 

大安支部 
藤田順二 

大安支部 
川瀬かおり 

藤原支部 
寺村昌幸 

藤原支部 
岡本なおみ 

事務担当 
可児将爾 

理事 
遠藤貞幸 

理事 
児玉誓吾 

理事 
梅山親夫 

監事 
東松幸弘 

監事 
安藤清正 

理事長 
森田勝利 

副理事長 
林　迪男 

常務理事 
川瀬典男 

理事 
井後一夫 

理事 
飯田日出男 

理事 
瀬古則男 

・退職前高齢者生きがい就業体験事業を実施  
・「福祉・家事援助サービスの日」を初めて実施  
・シニアワークプログラム企画競争で様々な講習科目実施  
・新任理事の研修会の実施 　・会員数　計11,149名、団体25（うち補助団体15）  
 

（退職） 

（事務局長：川瀬典男、庶務会計：藤川裕子） 

（故人） 

年表で見る5年

（
社
）い
な
べ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

㈳三重県シルバー 
人材センター 
連合会 

㈳全国シルバー 
人材センター 
事業協会 

社会の出来事 

12

・ＳＰ事業企画提案方式に変更  
・100万人会員めざし再チャレンジ支援プラン実施  
・会員数　1，915団体 

・宮崎県知事に東国原英夫氏（そのまんま東）が当選  
・安部首相退陣、福田康夫内閣発足　　　　　　　・郵政民営化　　　　　・宮崎県で鳥インフルエンザ発生  
・タミフルの10代への投与禁止　　　　　　　　 ・能登半島地震（震度6強）発生  
・石見銀山世界遺産に登録　　　　　　　　　　　・フィギュアスケート世界選手権で安藤美姫優勝  
・43年ぶりに小6、中3に全国学力テスト実施 



会長 
伊藤俊夫 

副会長 
岡 昭十三 

会計 
出口信明 

北勢幹事 
江上　士 

員弁幹事 
多湖　実 

大安幹事 
岡本実郎 

藤原幹事 
藤本市雄 

監事 
藤井幸夫 

監事 
中島儀明 

平成20年度 

理事長 
森田勝利 

理事 
市川明夫 

理事 
片山鞠子 

理事 
出口信明 

庶務会計 
藤川裕子 

北勢支部 
葛山輝昌 

員弁支部 
安藤哲夫 

北勢支部 
川瀬奈津 

員弁支部 
梅山真由美 

大安支部 
村上みゆき 

大安支部 
服部邦夫 

藤原支部 
寺村昌幸 

農業公園 
森　稔 

事務担当 
可児将爾 

藤原支部 
岡本なおみ 

理事 
門脇敏男 

理事 
遠藤貞幸 

理事 
近藤仁巳 

理事 
児玉誓吾 

理事 
近藤信義 

監事 
日下和子 

監事 
東松幸弘 

副理事長 
渡部　正 

常務理事 
川瀬典男 

理事 
瀬古清隆 

理事 
渡辺重弘 

・いきいきフェスタ2008盛大に開催  
・一般派遣事業の取組み開始、１月発足  
・三重県シルバー事業活性化計画数値目標設定  
・会員数　計11,510名、　団体25（うち補助団体15） 

・福田首相退陣、麻生太郎内閣発足  
・南部陽一郎、小林誠、益川敏英の3氏ノーベル物理学賞受賞  
・下村修氏ノーベル化学賞受賞  
・米次期大統領にバラク・オバマ氏当選 

（事務局長：川瀬典男） 

・5月16日　第1回通常総会（員弁コミュニティプラザ）開催、森田理事長より  
　 ①固める、②広げる、③高めるの3つの基本方針が示された  
・同総会で役員退任で6名が表彰された（井後一夫、飯田日出男、瀬古則男、水谷保生、林 迪男、安藤清正の各氏）  
・5月16日　会員互助会総会にて、「歩こう同好会」と「パソコン同好会」の2つが新設され、合計4つの同好会となった  
・10月16日　会員互助会主催の日帰り親睦旅行の観劇の部「なんばグランド花月」バス2台  
・10月18日　シルバーの日の奉仕作業を15地域班で実施  
・10月29日　30日、11月2日　会員互助会主催の日帰り親睦旅行「南信州りんご狩りと昼神温泉」 バス8台 
・役職員県外研修　兵庫県加古川市SC（適正就業と派遣事業について） 
・3月26日　設立5周年記念式典・行事 

年表で見る5年
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・企画提案方式によるシルバー事業の実施  
・天皇皇后両陛下三鷹市ＳＣご視察  
・会員数　1,912団体 



会 員 の 声

　私は新光ゴム（株）にシルバーとして4年間働かせ

ていただいており現在にいたっております。新光ゴ

ムで働いている皆様のために少しでもお役にたちたく、

そして皆様に喜んで頂けるようにと思って、昼食の

お茶の準備や後片付け、また食堂や場内トイレなど

の掃除に毎日励んでいます。仕事には毎日出勤して

おり、短い時間ですし、仕事へは自転車で通勤し、

健康に良いと思いますし、健康で体の許す限り、毎

日楽しく働き続けたいと思います。 

伊藤 美枝子 （北勢支部） 

「第二の人生」 「第二の人生」 「第二の人生」 

「シルバー入会後の4年間」 「シルバー入会後の4年間」 「シルバー入会後の4年間」 

蛭薙 辰巳 （員弁支部） 

　シルバーセンター会員に入会して、早や6年8ヶ月

余の月日が流れました。　私は会社という企業の中

で何十年間通してきて他の職業は全く無知なので、

シルバー人材センターより声がかかった時は、どの

様な仕事なのか最初は不安でしたが、第二の人生だ

と思い、おもいきりスタートした次第です。 

　紹介された先は、スーパーでの仕事でした。多種

多様な仕事を行い、新しい技術、知識を得る事も出

来ました。短い時間ではありますがスタッフの仲間

とも仲良くなりました。自分自身の健康のためにも、また社会貢献のため前向きに勤め、働く喜びとして

います。ボランティア活動にも、また自分の趣味の魚釣りにも精を出したいと思います。 
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会 員 の 声

　人生の半分以上を過ごしてきたサラリーマン生活

を円満退職し、これから先の生き方を考える時、長

年使ってきた身体を休める為、のーんびり過ごすか、

趣味やボランティアで生きがいのある生活を続けるか。

日頃何かをしなければと思っていた時に知人やセンター

の方からシルバー人材センターへの登録を勧められ

ました。早速説明会に参加し登録手続きを済ませ、

暫くして担当の方から色々職場を見学させていただ

きました。シルバーになっても、働く意欲、何かを

する意志がある人は、年令に関係なく責任と生きがいを持って行動されている姿を見て感心させられまし

た。各々が経験と知識を生かし、まだまだ現役と思われる行動力を見習い、私なりの経験を生かせればと

思い、紹介された会社で働くこととなりました。健康で怪我や事故のない人生を過ごしていこうと思って

います。（（株）ウメヅの職場にて） 

　私は藤原町のシルバーが発足時より入会しており

ましたが、自分に適した仕事に恵まれず単発的な物

件ばかりでした。Ｈ19年1月通販サービス（株）へ

の紹介を受け、職場訪問し、私も先輩会員さんと一

緒に仕事をさせて頂き、そして就業させてもらい現

在に至っております。立ち作業で、沢山入ったケー

スは重くてみんなで助け合い、現場の作業の人たち

より急かされる事も多くあり大変でした。今は作業

システムも改善され、作業態勢が変わり、やりやす

くしてもらい、座ってできるようになりました。早朝6時勤務もあり、遅番もありますが私は家庭の都合

で遅番にしてもらっていますので助かっています。地域での友人が少なく淋しい時期もありましたが、こ

の仕事に入ってから沢山の友だちができ喜んでいます。（通販サービス（株）にて） 

小川 洋二 （大安支部） 

「沢山の友だちができた」 「沢山の友だちができた」 「沢山の友だちができた」 

「シルバーの入会して」 「シルバーに入会して」 「シルバーに入会して」 

杉本 道代 （藤原支部） 
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会 員 の 声

　早いものでシルバー人材センターにお世話になっ

てから6年がたちました。センターでは、以前から

の経験を生かし、大貝戸地区、坂本地区の土石流安

全運搬管理、給食の配送、ゴルフ場への送迎、企業

の就業など「安全は全てに優先する」を基本に楽し

く生きいきと仕事をしています。18年4月に理事長

から安全委員の委嘱を受けました。全国的にはシルバー

会員の事故件数は増加傾向にあると聞いています。

　注意力が足りなかったり、大丈夫だと思ったり、

加齢でついバランスを崩したり、高齢者の事故はどこにでも潜んでいます。安全委員は会員の安全意識を

喚起する為に、安全講習、交通マナー講習、パトロール等を実施し会員の事故ゼロをめざして微力ながら

努力しています。私の趣味として、声を出すことは健康に良いと聞き、定年後カラオケに挑戦しました。

最近は新しい曲も含めて時には仲間と楽しく歌っています。これからもシルバー人材センターの一員とし

て、仕事とボランティアを通じて郷土に貢献したいと思います。 

　いなべ市シルバー人材センターが設立5周年を迎

えご同慶の至りです。さて、私事当会に入会して2

年過ぎたところですが、ある企業の包装作業に従事

させてもらっています。仕事は週1回と少ないので

すが、営農作業を行っていますので農繁期は皆様に

迷惑をかけている次第です。私は健康で働かせてもらっ

ている事を大変喜んでいます。年1回の健康診断は、

いなべ総合病院の草取りボランティアを、年間5回

以上参加する事により、人間ドックを無料で受診で

きる事にして頂いていますので、この機会を利用させてもらい、その結果を重要視して、悪い箇所は早め

に治療していきたいと思っています。最後にいなべ市シルバー人材センターの10周年、20周年となる事

をお祈りし、皆々様と一緒に頑張りましょう。 

伊藤 輝男 （藤原支部） 

「 健 康 第 一 」 「 健 康 第 一 」 「 健 康 第 一 」 

「定年後の人生は楽しく生きいきと」 「定年後の人生は楽しく生きいきと」 「定年後の人生は楽しく生きいきと」 

柴田 昭治 （大安支部） 
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会 員 の 声

　いなべ市シルバー人材センター設立5周年を迎え

られましたこと心よりお祝い申し上げます。 

　私は退職後農業に従事し、余る時間をどう使うか

心配していましたが、先輩の勧めもあって入会し、

手なれている草刈及び剪定枝の運搬等いろいろと就

業をしています。そんな中で多くの会員との出会い

を通じて親交を深める一方、私の知らない知恵をい

ただくなど私にとりまして大きな財産となっています。 

　現在安全委員の一員として活動していますが、会

員にとって大切な委員会だけに不安もありましたが、同じ仲間の力を得て参加しています。安全委員会で

は昨年の暮に草刈り作業中の飛石防護柵を導入し、今後草刈場所により適時使用していきたいと思ってい

ます。私が思うには、事故防止は就業中はもちろんですが、一歩家を出た時から無事に家に帰り着くまで

安全面については常に心掛けることが事故防止にとって最も重要なことと思います。 

　最後にシルバー会員の皆さんが元気に仕事、レジャーに励んでいただくことを祈念しております。 

多湖 直夫 （員弁支部） 

「シルバー人材センターの会員になって」 「シルバー人材センターの会員になって」 「シルバー人材センターの会員になって」 

　いなべ市シルバー人材センター設立5周年を迎え

心からお喜び申しあげます。私のシルバー人材センター

入会は4町合併前（旧北勢町）で、会員になり6年が過

ぎました。昨年古希を迎えましたが、シルバーの会

員さんの中には私以上の高齢の方が頑張って仕事に

励んでおられます。 

　私の現在までの仕事の内容を振り返りますと、多

種多様の作業に携わってきました。これも健康で頑張れたことと有難く思います。いなべ市シルバー会員

になって、安全委員（北勢支部）を委嘱され、今迄に各県、市町のシルバー人材の安全関係の視察に参加さ

せていただき、又各支部の安全パトロール（年3回）実施を行いました。私も仕事を行う中では、安全第一

で作業を行い、シルバーが実施する「安全講習」（刈払機、伐木等、高所作業車、フォークリフト運転）を

受講しました。 

　また、互助会の班長を任され、交通安全の街頭指導（年4回）、奉仕作業などを行い会員の皆様には大変

お世話になりました。私も今後どれだけ頑張れるか、体力の続く限り、会員の皆様と共に働き、健康第一、

安全第一で仕事を頑張りたいと思います。 

　最後に、いなべ市シルバー人材センターの今後の益々の発展をお祈り申し上げます。 

清水 秀夫 （北勢支部） 

「シルバー入会を振り返って」 「シルバー入会を振り返って」 「シルバー入会を振り返って」 
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写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み

平成１６年度 第１回総会 平成１６年度 第２回総会 

平成１７年度 第１回総会 平成１８年度 第１回総会 平成１９年度 第１回総会 

平成２０年度 第１回総会 平成２０年度 第２回総会 

18



写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み

職群班会議の風景（剪定班） 理事・職員・委員などによる県外研修風景 

入会説明会の風景 設立５周年記念事業実行委員会風景 

理事会風景 安全適正就業研修会風景 

19



介護スタッフ講習の風景 パソコン講習の風景 

交通マナー研修の風景 剪定講習の風景 

刈払機安全講習の風景 園芸講習の風景 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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農業公園作業の風景１ 農業公園作業の風景２ 

剪定作業の風景 機械班作業の風景 

草刈作業の風景 草取り作業の風景 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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給食班作業の風景 市道路パトロール作業の風景 

阿下喜温泉班作業の風景１ 阿下喜温泉班作業の風景２ 

襖・障子張り班作業の風景 施設・管理班作業の風景 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み

いなべ総合病院ボランティア作業の風景 総合病院ボランティア表彰 
(前列左より井後、森田)

ヒメイワダレ草のポット定植作業 独自事業班の花苗 

福祉班のボランティア風景 

家事援助・子育て支援の作業風景 
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梅本スリッターでの紙管梱包作業：安部  輝夫さん （有）ヤマセ砂利でのコンベヤ清掃作業：小阪文郎さん 

（株）ウメヅでの釣具製作作業：因  豊一さん （株）キナンでの重機整備作業：岡  正司さん 

アグリテックでの堆肥詰め作業：伊藤  肇さん （有）東建でのブロック運搬作業：瀬古  勝さん 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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交通安全週間の街頭指導 交通安全週間の街頭指導 

シルバーの日の奉仕作業風景 シルバーの日の奉仕作業風景 

シルバーの日の奉仕作業風景 シルバーの日の奉仕作業風景 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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平成２０年度親睦旅行（観劇） 
平成20年10月16日（木） 

なんばグランド花月「落語・漫才」56名、 

平成２０年度親睦旅行（観光） 
平成20年10月29日（水）･30日（木）･11月2日（日） 

南信州リンゴ狩りと昼神温泉、251名 

平成１８年度親睦旅行 
平成18年11月1日（水）と2日（木） 
那谷寺と山代温泉、281名 

平成１９年度親睦旅行 
平成19年11月1日（木）･2日（金）･4日（日） 
一畑山薬師寺と三谷温泉、287名 

平成１６年度親睦旅行 
平成17年2月26日（土）と27日（日） 
京都北の天満宮と湯の花温泉、220名 

平成１７年度親睦旅行 
平成17年11月1日（火）と2日（水） 
浜名湖遊覧船と舘山寺温泉、224名 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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歩こう同好会大会 パソコン同好会 

ユニカール同好会大会 ユニカール同好会大会 

パークゴルフ同好会大会 パークゴルフ同好会大会 

写真でみる5年間の歩み写真でみる5年間の歩み
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設立5周年記念行事設立5周年記念行事

日沖　靖いなべ市長ほか来賓各位 

感謝状を贈呈させて頂いた企業のみなさん 

式典で挨拶する森田勝利理事長 

○ 日　　　時：平成21年3月26日（木）　式典10時～、通常総会10時50分～、 
　 　　　　　　市民公開講演会（早川一光氏）13時～、津軽民謡（義結会）14時40分～ 
　 　　　　　　会員だけによる抽選会16時～、シルバー展示即売会9時～16時30分 

○ 場　　　所：北勢市民会館「さくらホール」（いなべ市北勢町阿下喜） 

○ 式典参加者：会員480名、来賓19名、感謝状贈呈企業7名 

○ 来 賓 祝 辞：次の5名の方々からご祝辞を頂戴しました。 
　 　　　　　　日沖 靖 いなべ市長、宮本 淳子 三重労働局職業安定部長、奥岡 征士 いなべ市議会議長、 
　 　　　　　　日沖 正信 三重県議会議員、小畑 廣次 三重県シルバー人材センター連合会会長 

い な べ 総 合 病 院（水野 章 院長）殿 

株 式 会 社 き も と（安田 茂 工場長）殿 

扶 桑 工機株式会社（石川清栄 工場長）殿 

新光ゴム工業株式会社（林 邦司 代表取締役）殿 

ヨ シ ヅ ヤ 員 弁 店（伊藤 茂 店長）殿 

株式会社大安製作所（藤田 博 社長）殿 

三 重 精機株式会社（高崎 峰幸 部長）殿 

株 式 会社三五米野（有田 勝彦 相談役）殿 

西岡可鍛工業株式会社（西岡 学 取締役工場長）殿 

感謝状贈呈企業 

井後　一夫（北勢支部） 

後藤　　茂（大安支部） 

藤田　三郎（藤原支部） 

川添　芳子（藤原支部） 

杉山　さが（藤原支部） 

長寿表彰者 
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講演会  早川 一光氏 

津軽民謡一座  義結会 
ぎゆうかい  

大抽選会 

シルバー展示即売会(終日)

さらなる飛躍のステップとしてさらなる飛躍のステップとして

　公開講演会　早川一光氏「いきいき生きる」～町づくり・
人づくり～の講演では、講師は客席から舞台まで動き回っ
ての熱弁・熱演に大きな笑い声が絶えず、また最後に奥様
も登場されて、ほぼ満席の会場も大いに盛り上がりました。 

　○早川�一光氏プロフィール………………………………… 
　　総合人間研究所所長 
　　わらじ医者よろず診療所医師、「自分の体は自分で守
　　る」をかけ声にして、50年以上地域医療を展開 

　座長の松永義仙の三味線と橘はこべの太鼓の
響きと共に清水あいの唄う津軽民謡に60分間、
観客は魅了されました。 

　○義結会のプロフィール………………………… 
　　2005年10月　津軽三味線全国大会in Kobe壮
　　年の部優勝、同年11月 第4回津軽三味線コン
　　クール大阪大会壮年の部優勝 

　一般市民が帰られた後会員だけ
による大抽選会を実施。 
理事長賞1本、互助会長賞1本、
1等3本、2等10本は壇上で賞品
引換えし、3等、4等はロビーで
の賞品引換となり、興奮冷めやら
ぬ会場を後に無事終了しました。 

29



0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

50

100

150

200

250

300 6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

600 

500 

400 

300 

200 

100 

00

100

200

300

400

500

600

700

800

配
分
金
（
百
万
円
） 

会
員
数
（
人
） 

取
引
企
業
数
（
社
） 

契
約
金
額
（
百
万
円
） 

受
注
件
数
（
件
） 

一
人
当
り
配
分
金
（
千
円
／
人
） 

取引企業数と 
受注件数の 
推移 

配分金と 
会員数の 
推移 

年度別 
契約金額の 
推移 

グラフで見る5年間の実績 

H16 H17 H19 H20H18

120 

244 

364

125 

246 

371

130 

226 

356

86 

182 

268

57 

127 

184

■ 公　共 

■ 民　間 

■ 合　計 

317 

727 

436

247 

5,048

260 

4,918

243 

4,615

205 

4,174

174 

3,465

企業件数（社） 

受注件数（件） 

H20H19H18H17H16

329 

685 

480

325 

653 

497

242 

627 

386

166 

494 

336

配　分　金（百万円） 

会　員　数（人） 

一人当り配分金（千円/人） 

H20H19H18H17H16

■ 公共　　■ 民間　　■ 合計 

■ 企業件数　　　 受注件数 

■ 配分金　　■ 会員数　　　 一人当り配分金 

30



800 

600 

400 

200 

0

■ 76歳以上　■ 71～75歳　■ 66～70歳　■ 65歳以下 

合
計
会
員
数
（
人
） 

800 

600 

400 

200 

0

■ 女性　■ 男性 

会
員
数
（
人
） 

94 

92 

90 

88 

86 

84 

82

6,000 

5,000 

4,000 

3,000 

2,000 

1,000 

0

■ 就業延人日　　　 就業率累計 

就
業
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（
％
） 

会
員
数
（
人
） 

就業延人日と 
就業率累計の 

推移 

男女別 
会員数の 
推移 

年齢別 
会員数の 
推移 

グラフで見る5年間の実績 

H20年度 H19年度 H18年度 H17年度 H16年度 

H20年度 H19年度 H18年度 H17年度 H16年度 

H20年度 H19年度 H18年度 H17年度 H16年度 
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800名 

4億円 

95％ 

　本センターは、設立後5年が経過し、急激に進行する高齢化社会の中で、合理的、効率的な事業

運営を図り、今後センターとして向かうべき方向、将来へのビジョンを策定するために「第二次中

期事業計画」を策定し、情報提供、就業紹介、一般派遣事業、地域社会へ貢献が出来るように心が

け、生涯現役を望む会員のために基本方針を提示する事といたしました。 

策定の趣旨

第二次中期事業計画 

5ヵ年計画策定委員 

◎策定委員長：森田 勝利 理事長 

◎策定副委員長：東松 幸弘 監事 

○策定委員： 
　川瀬 典男 常務理事局長、 
　伊藤 俊夫 互助会会長 
　林　 迪男 元副理事長 
　楠　 敏夫 会員、川瀬　 皐 会員、 
　水谷 史子 会員、葛山 輝昌 総括支部長 
　藤川 裕子 総務・会計主任、 
　可児 将爾 会員事務局 

高める 広げる 固める 高める 広げる 固める 高める 広げる 固める 

会 員 数 

契約金額 

就 業 率 

730名 

3億25百万円 

93％ 

25年度21年度数値目標

❶会員役職員の資質を 

　高める 

❷情報を高める 

❶就業先を広げる 

❷会員の輪を広げる 

❶組織を固める 

❷財務を固める 

❸ご利用先を固める 

基本方針

（詳細は第二次中期事業計画「高歩」参照）
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安 全 適 正 就 業 の 取 り 組 み 安 全 適 正 就 業 の 取 り 組 み 安 全 適 正 就 業 の 取 り 組 み 

　シルバー人材センターは健康で働く意欲のある高齢者が、人生を「就業」を通じて「生き生き」と働く

会員のあつまりです。 

　事故で健康がそこなわれては意味がありません。安全委員会は「安全の確保は、センターの最重要課題」

と位置づけ取り組みを実施しています。 

●安全適正就業研修会の開催 

　シルバー人材センターの基本理念と安全就業を

めざし、新入会員対象に、19年度から安全適正就

業研修会を開催しています。内容は、県シルバー

連合会、他事務局長等が講師となりわかりやすい

講演と分科会を実施しています。 

●交通マナー講習 

　高齢化による心身機能の変化を確認し、高齢者

として必要な危険予測、悪条件下における、緊急

時のハンドル・ブレーキ操作を習得するため17年

から毎年三重県交通安全研修センターで研修を受

けています。 

●交通安全街頭指導 

　交通安全週間の期間中、児童・生徒の「声かけ」

を中心に、ボランティアの街頭指導を実施していま

す、安全委員が中心となり互助会、役職員約80名

が毎回参加しています。 

●安全パトロールと安全委員会の開催 

　屋外作業と企業を中心に16年度から安全委員

が草刈、剪定、企業を中心にパトロールを実施し

ています。また安全委員会は年4回開催し事故ゼ

ロへの対策を検討します。 

会員の安全を願って安全就業に取組んでいます 
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社団法人  

いなべ市シルバー人材センター組織図

理事長 
副理事長1名･常務理事1名 

理事10名 

会　　　員

総　　　会

理　事　会

互　助　会

監　　事

安 全 委 員 会 
設立5周年記念事業実行委員会 
第二次中期事業計画策定委員会 

草刈･草取り班、機械班、 
剪定班、施設管理班、 
農業公園班、阿下喜温泉班、
給食班、襖･障子班、 
いなべ総合病院班、独自事
業班、福祉班、特増寄付班 
 

理　事　長

委　員　会

職　群　班

事　務　局

庶　務 会　計 業　務

北勢支部 
員弁支部 
大安支部 
藤原支部 
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第二次中期事業 
計画策定委員会 

設立5周年記念 
事業実行委員会 



員弁・東 
蛭薙 善實 

藤原・立田 
加藤 嘉次 

大安・石榑 
篠木 重和 

北勢・治田 
小高 徳夫 

藤原・中里 
杉本　勝 

大安・丹生川 
神谷 信昭 

北勢・山郷 
江上 爾 

藤原・白瀬 
近藤　稔 

大安・三里 
因　豊一 

北勢・十社 
瀬古 忠継 

藤原・西藤原 
近藤　善弘 

大安・笠間 
日沖 国夫 

北勢・阿下喜 
清水 秀夫 

藤原・東藤原 
近藤 勝敏 

員弁・西 
多湖 直夫 

会員互助会会員互助 会会員互助会
●ご挨拶 

●互助会の組織と主な活動 

●平成20年度役員（「年表で見る5年間」P13参照） 

●平成20年度班長（15班） 

　(社)いなべ市シルバー人材センターが平成15年12月に設立され、早や5年が経過し、

その間、理事長をはじめ役職員の積極的な事業運営と会員皆様の熱意ある仕事の取組み

により順調に発展し、めでたく5周年を迎えることができました。センター設立より1年

後に、会員の健康と生きがいを尊重し、働く喜びと福祉の向上に資するとともにセンター

の発展に寄与することを目的に会員互助会が設立されました。 

　会員全員が互助会に入会し、親睦旅行、社会奉仕活動、同好会活動などを通して今後も会員相互の融和

と親睦を推進し福利厚生の強化を図り、センターの更なる発展と、地域に貢献し、信頼される互助会にな

るよう役員一同努力致しますのでよろしくご指導のほどお願い申し上げましてご挨拶とさせて頂きます。 

互助会の主な活動 
○親睦旅行 

○社会奉仕活動 

　●シルバーの日 
　●交通安全街頭指導 

○同好会活動 

　●パークゴルフ同好会 
　●ユニカール同好会 
　●歩こう会同好会 
　●パソコン同好会 

総　　会 
（会員の意思決定機関） 

役　員　会 
（執行機関） 

三　役　会 
（執行事務機関） 

監　事 
（会計監査機関） 

在 宅 事 務 局 
（会計補助） 

班 　 長 　 会  
（拡大執行機関） 

会員互助会  会長  伊藤 俊夫 

36



市民と共に5周年

　　　設立5周年記念事業実行委員会　 

　 　 　 　遠 藤 貞 幸  

●設立5周年記念事業実行委員会名簿 
　委 員 長：遠 藤 貞 幸  
　副委員長：井 後 一 夫、出 口 信 明  
　委　　員：安 藤 清 正、伊 藤 利 昭、 
　　　　　　岡　昭十三、小 椋 元 子、 
　　　　　　杉 本 祐 造、二井加代子、 
　　　　　　日 沖 真 衛、渡 辺 順 子  
　事 務 局：川 瀬 典 男（局長） 
　　　　　　 
●編集委員会名簿 
　主　査：出 口 信 明  
　委　員：遠 藤 貞 幸、井 後 一 夫 
　　　　　二井加代子、日 沖 真 衛  
　事務局：川 瀬 典 男（局長） 
 
 
●編集後記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（50音順） 

＊表紙写真および巻頭のいなべ市の概要写真はいなべ市の了解を得て「いなべ市のホームページ」 
　または「いなべ市ガイドブック」から引用しました。 

　設立5周年記念行事を平成21年3月に実施すると共に、5月の平成21年度第1回通常
総会前に記念誌を配布することを早い段階で目標設定をしました。　　 
　これに沿い近隣シルバー人材センターの記念誌の実情調査をした上で、記念誌の構成
および編集担当を決めて平成20年8月の第2回の実行委員会から編集委員会を立ち上げ
て精力的に編集を進めてまいりました。 
　関係各位のご協力のお陰により、無事に記念誌を発行できることとなりました。　中
でもお忙しい中をさいてご祝辞などを頂きました日沖市長はじめ企業関係者などお客様
の皆様に深甚の謝意を表します。できるだけ写真を多く取り入れて見やすい誌面を目指
しましたが、力不足の点はご容赦願いますと共に今後ともシルバー人材センターの事業
にご理解、ご協力を賜りますようお願い致します。（出口信明） 

　設立5周年記念事業を行うに当り、平成20年7月17日に第１回記念事業
実行委員会を開催、このとき「市民と共に」を基本方針として確認し、3つ
のグループに分け作業分担をする事にしました。さらに委員全員の参画討
議を前提に、夜間の会議も実施してきました。記念誌発行に当たり、市長

を始め関係各位から心温まる祝辞、いつも理解とお力添えを頂いているご発注者からの激励の
寄稿、多数の会員の声も寄せて頂き、誠に有難うございました。設立5周年の節目を迎え、シ
ルバーの基本理念である、自主・自立・共働・共助を再認識し、この5年間に築き上げた実績
と信頼を基に活力ある地域づくりと、生甲斐を持って、この先5年、10年を更なる前進を遂
げられる様、今後も信頼されるシルバーを目指し邁進しようと、心を新たにする5周年記念事
業でありました。 

委 員 長  

写真（後列左より）川瀬、伊藤、杉本、岡、安藤、日沖 
（前列左より）小椋、二井、遠藤、井後、出口、渡辺の各委員 
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